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Ⅴ．特記事項 

1．多様な学生に応じたきめ細かい学生支援 

幼児保育学科ではゼミナール担当教員、介護福祉学科では「基礎演習」および「研究演

習」の担当教員が中心となって学生の支援に当たり、教職員は学科教授会等で学生の情報

を共有している。退学防止策として、欠席の増えた学生や資格取得が危ぶまれる学生に対

しては早めに本人との面談、保護者への通知および面談を行っている。その上で資格必修

科目の単位が修得できなかった場合は次年度に再履修できるよう時間割を調整する、単位

互換制度により八戸学院大学で単位を修得させる、科目等履修生として卒業後に単位を修

得させるなどの方策を採っている。 

また、近年は特別な支援を要する学生が増えていることから、学生相談・特別支援室が

中心となって相談体制を構築し、早い段階で支援を求めることができるよう、障害のある

学生に対する基本方針を策定して「本学ホームページ」に掲載した。定期試験の別室受験、

座席の調整、ノートテイカーの活用などがなされている。介護福祉学科には毎年外国人学

生が入学しているため、各学生の日本語のレベルに応じた日本語学習支援を行っている。 

2．少人数でのアクティブ・ラーニング 

 両学科ともアクティブ・ラーニングを積極的に取り入れ、グループ・ディスカッション、

事例検討、ロールプレイング（模擬保育等）、パワーポイントを使った学習発表、レスポン

スカード、学生による相互評価等を実施している。 

教育の効果を高めるため、幼児保育学科ではすべての演習科目および一部の講義科目に

おいて、複数クラスに分けて授業を行っている。ピアノレッスンでは4クラスをさらに4グ

ループに分けて個々の技能に応じた個人レッスンを行っており、「英語」、「保育内容総論」、

「教育課程論」にも教員を複数配置して、進度や学習内容に応じた指導ができる体制をと

っている。介護福祉学科は学生数が少ないことから、すべての科目で対話を交えた形式の

授業を行うことができたが、令和5(2023)年度は留学生を含めて入学生が増えたため、多く

の科目で複数クラス制を採用した。 

3．法人内各校との連携 

 法人内の各学校は教育面においてさまざまな形で連携している。学生は在学中に大学の

科目を履修可能であり、また、卒業後に大学に3年次編入して学びを深めることもできる。

これまでの編入学実績は主にスポーツに携わる学生によるものだったが、令和5(2023)年度

からは介護福祉士と社会福祉士の資格を4年で取得することができるよう、介護福祉学科

のカリキュラムを整備した。 

系列の高等学校（特に保育福祉科）とは交流が盛んであり、高校生による実習報告会や

ゼミナール報告会、砂浜彫刻への参加、本学の教員による出前授業などの事業によって、

学生・生徒の学修意欲の向上を図っている。幼稚園では毎年教育実習が行われるほか、ゼ

ミナールやサークルの活動でも園児と頻繁に交流がもたれている。また、令和4(2022)年に

は「合唱」と「表現」の授業を利用して、新たに学生と園児が合同でリトミックの舞台（「星

の子シアター」）を創り上げた。こうした活動が本学の特徴であり、教育の質を高めること

につながっている。 


